












と考えられる。その可能性として、本研究では心の健康度を測定する POMS（Profi le of Mood States）
に着目した。
POMS を用いたスポーツ関連の研究としては、スポーツ経験の有無や競技レベルが POMS に及ぼす
影響を検討した研究 1）, 2）と心理的コンディションとの関連を検討した研究 3）, 4）, 5）がある。
谷代は、幼少期から運動（スポーツ）部活動に所属し、大学生に至るまで継続的に運動を行うこと
が、運動を経験していない者に比べて、「抑うつ―落ち込み」や「混乱」の負の感情を軽減させている










































西日本学生陸上競技対校選手権に出場した T 大学陸上競技部員　14 名（女性 9 名、男性 5 名）
2．調査期間



























最低が 0.94 であった。そこで、0.99 以上の 8 名を客観的指標高群、0.98 以下の 6 名を客観的指標低群
とした。
第三者的指標は、（4）と評価された者が 2 名、（3）と評価された者が 8 名、（2）と評価した者が 4 名
であった。そこで、（3）以上と評価された 10 名を第三者的指標高群、（2）と評価された 4 名を第三者
的指標低群とした。
POMS の 6 因子（緊張・抑うつ・怒り・活気・疲労・混乱）それぞれの合計得点を算出し、分散分析
を用いて、主観的指標、客観的指標、及び、第三者的指標における高群と低群間の平均値の差を検定した。
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